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※訓練当日の進行はカリキュラムに記載されている順番と異なる場合があります。

カリキュラム
機構施設名： 北海道職業能力開発促進センター

実施機関名： 株式会社フレックスジャパン

新技術活用

コースのねらい 業務の自動化による生産性の向上を目指して、RPAの概要や導入手順、活用方法を理解する。

「基本項目」 「主な内容」

指
導
内
容

1

（A）生産・業務プロセスの改善-バックオフィス
ＲＰＡ活用

2 RPAの活用方法 （1）サンプルプログラムの利用[演習]
実際にサンプルプログラムを動かし、プログラムの仕組みやプログ
ラムを使ってできることを確認します。

（2）データ入力の自動化[演習]

（5）メールアクション[演習]

RPAの導入手順 （1）RPAの概要と導入の流れ
RPAとはどのような技術であるか、どのようなことができるのか活
用事例を確認します。

（2）導入、RPAツールの起動

RPAツールの導入にあたって必要となるIT知識や考え方について
確認し、ツールを起動します。

Excelデータを社内システムのフォームへ自動入力する方法を習得
します。

（3）エラーの修正[演習]

エラーの要因を発見するための手順と方法を確認し、エラー発生
時の修正方法を習得します。

（4）スクレイピング[演習]

Webサイトから自動的にデータを収集し、ファイル化する方法を習
得します。

受信したメールからテキストデータの自動抽出、メールの自動送信
など、メールに関わる業務処理を自動化する方法を習得します。ま
た、条件判断処理の構築方法を習得します。

RPA開発の役割 （1）自社開発のメリット・デメリット
RPAを導入することで得られるメリット、逆にデメリットになるケース
があることを確認します。導入可能な作業領域について再確認しま
す。

（2）運用と保守

作成したプログラムを運用する上で必要となる知識や注意事項を
確認し、安全に運用する方法を習得します。

（3）フローの共有[演習]

作成したフローの共有方法を学習します。

合計時間

カリキュラム作成のポイント

自社の事務処理作業を自動化するために、多くの企業が専用のシステムを発注して導入していますが、コストとメンテナンスの面から自社で自
動化プログラムの開発を検討する企業が増えています。近年では、無料で比較的プログラム作成が容易なRPAソフトがリリースされており、弊
社においても研修実施の相談を機会が増えています。RPA開発を行う上で必要となるWebやデータベースの知識を習得し、プログラムの組み
立て方からエラー発生時の対処方法を習得します。演習では業務において行う機会が多いデータ入力やWebサイトのデータ収集、メール操作
を行い、習得後の自社業務において効率化を図れる訓練内容としました。


